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謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
農
業
者
並
び
に
関
係
各
位
の

皆
様
に
は
石
巻
市
農
業
委
員
会
の
活
動
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
地
域
農
業
の

将
来
設
計
図
と
な
る
「
地
域
計
画
」
が
策
定

さ
れ
、
真
に
持
続
可
能
な
農
業
・
農
村
を
創

る
取
組
み
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
米
価
に
つ
い
て
は
生
産
資
材
の
価

格
高
騰
が
重
く
の
し
か
か
る
中
、
そ
れ
に
見

合
っ
た
価
格
と
な
り
生
産
者
に
と
っ
て
は
喜

ば
し
い
限
り
で
す
が
、
一
方
で
は
消
費
者
の

米
離
れ
に
よ
る
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
影
響
も
懸

念
さ
れ
た
一
年
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
生
産
者
の
不
安
を
払
拭
し
、

将
来
的
に
も
持
続
可
能
で
安
定
し
た
農
業
経

営
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
国
に
対
し
て
要

望
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
一
同
、
農
業
者
の
意
向
把
握
に

努
め
、
地
域
の
世
話
役
と
し
て
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
希
望
に
満
ち

た
佳
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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会
長

水田の転作作物として栽培されたサツマイモが、
大きく立派に育ち１０月下旬に収穫時期を迎えま
した。
　じっくりと熟成を経て、甘くて美味しい焼き芋が
出来上がりました。

水田の転作作物として栽培されたサツマイモが、
大きく立派に育ち１０月下旬に収穫時期を迎えま
した。
　じっくりと熟成を経て、甘くて美味しい焼き芋が
出来上がりました。
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令和７年度農地利用状況調査結果（速報値）令和７年度農地利用状況調査結果（速報値）
石巻市全農地9,780haに対し、【農地利用状況調査】を行いました。

　

農
地
利
用
状
況
調
査
活
動
は
今
回
で
２
回
目

と
な
り
ま
し
た
。
農
地
の
判
断
に
つ
い
て
畑
地

と
山
林
の
境
界
の
区
別
が
紛
ら
わ
し
い
箇
所
が

あ
り
、
農
地
台
帳
と
の
突
き
合
せ
に
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

調
査
し
た
農
地
の
う
ち
、
堤
外
や
山
麓
等
の
条
件
の
悪
い
農
地
は
、
荒

廃
が
進
ん
で
い
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
一
方
で
は
、
良
好

に
耕
作
さ
れ
て
い
る
田
畑
で
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
カ
ラ
ス
に
よ
る
農
作
物
の
食

害
に
よ
っ
て
深
刻
な
影
響
を
受
け
た
と
の
話
を
多
く
聞
き
ま
し
た
。
今
後

栽
培
を
諦
め
て
し
ま
う
と
遊
休
農
地
に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

農
地
の
有
効
活
用
の
た
め
に
、
具
体
的
な
対
策
支
援
が
必
要
と
感
じ
ま

し
た
。
暑
い
時
期
で
の
農
地
調
査
と
な
り
、
大
変
な
思
い
で
調
査
活
動
に

従
事
し
ま
し
た
。

　

遊
休
農
地
の
現
状
を
見
た
時
は
農
地
所
有
者
に
対
し
て
、
具
体
的
な
解

消
方
法
を
提
案
す
る
必
要
性
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
一
生
懸
命
農
作
業
を
行
っ
て
い
る
方
々
に
お
会
い
し
た
時
に
は
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
果
た
す
役
割
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
ま

し
た
。

大
谷
地
地
区

佐
々
木
　
　
　
繁

推
進
委
員

荻
浜･

田
代･

牡
鹿
地
区

渥
　
美
　
浩
　
晃

推
進
委
員

　

７
月
か
ら
農
地
利
用
状
況
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
が
、
近
年
の
猛
暑
で
活
動
中
に
は
か
な
り

の
体
力
を
消
耗
し
ま
し
た
。

震
災
発
生
後
に
調
査
を
実
施
し
た
当
初
は
、
津
波
で
の
浸
水
を
免
れ
た
農

地
で
野
菜
な
ど
の
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
年
を
追
う
ご
と
に
耕

作
放
棄
地
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
急
激
な
人
口
減
少
と
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
の
ダ
ブ

ル
パ
ン
チ
が
影
響
し
て
お
り
、
厳
し
い
現
状
に
対
し
、
少
し
淋
し
い
想
い

が
あ
り
ま
す
。

　

過
疎
の
進
行
に
伴
う
耕
作
放
棄
地
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
10
年
後
、
20
年

後
に
牡
鹿
半
島
部
か
ら
農
地
が
な
く
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
か
、
と
て
も
気

掛
か
り
で
す
。

　

調
査
を
通
し
て
目
の
当
た
り
に
し
た
、
地
域
農
業
の
課
題
に
対
し
持
続

可
能
な
農
業
政
策
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
切
に
望
む
と
こ
ろ
で
す
。

　ここ数年作付けされておらず、今後も耕作がされ
ないと見込まれる農地、または周辺の農地に比べて
利用状況が著しく劣る農地のことです。

遊休農地とは遊休農地とは

　農業委員会が農地の適正利用を促進するために行
う調査であり、遊休農地と判断された農地の所有者
に対して、今後の農地の利用意向を確認することを
目的としています。

農地利用意向調査について農地利用意向調査について

　調査の対象となった農地所有者の方には、１２月
から順次「調査用紙」をお届けしていますので、
令和８年１月31日まで回答をお願いします。

調査の実施について調査の実施について

　農地を農地以外に利用する場合には、許可申請等を行う必要があります。
手続きをしないで転用した場合には農地法違反となり、原状回復命令等がな
される場合があります。
　さらに命令に従わない場合は、罰則の適用もあります。
農地の【盛土・切土】にも届出が必要です。

ＳＴＯＰ！！ 農地の違反転用ＳＴＯＰ！！ 農地の違反転用ＳＴＯＰ！！ 農地の違反転用ＳＴＯＰ！！ 農地の違反転用

良好
8,479ha
（86.70％）

ほ場整備中
481ha

（4.92％）

低利用
51ha

（0.52％）

保全管理
594ha

（6.08％）

転用その他
 75ha（0.74％）

荒廃農地 69ha（0.71％）
遊休農地
29ha（0.30％）
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就農さ～ん。
　　いらっしゃい !

ほ
ん
ご
う
ま
さ
ひ
ろ

　
兼
業
農
家
に
育
っ
た
本
郷
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
に
民

間
企
業
勤
務
を
経
験
し
て
か
ら
、
令
和
７
年
４
月
よ
り

本
格
的
に
就
農
し
ま
し
た
。

　
き
っ
か
け
は
、
お
父
さ
ん
が
農
作
業
に
従
事
し
て
い

る
中
、
年
々
耕
作
受
託
す
る
農
地
が
増
え
て
い
く
状
況

を
見
た
こ
と
を
機
に
、
自
分
自
身
も
専
業
農
家
と
し
て

農
業
を
や
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　
現
在
の
経
営
面
積
は
水
稲
15
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
で
、

今
後
の
展
望
を
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
「
地
域
の
皆
様
か

ら
信
頼
さ
れ
〝
本
郷
さ
ん
に
な
ら
任
せ
ら
れ
る
〞
と
信

頼
を
得
ら
れ
る
様
に
農
業
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。」
と
明
る
く
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
地
域
農
業
に
向
き
合
う

そ
の
姿
か
ら
は
、
と
て
も

誠
実
な
人
柄
を
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

（
担
当
：
近 

藤 　

 
茂

農
業
委
員
）

（
担
当
：
遠 

藤 

章 

一
農
業
委
員
）

　
「
鎌
も
持
っ
た
こ
と
が
な
い
私
が
農
業
に
携
わ
る
こ
と
に
な
る
と

は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。」
と
、
微
笑
み
な
が
ら
話
し
て
く
れ
た

渡
邉
さ
ん
は
、
５
年
前
に
脱
サ
ラ
し
て
就
農
し
た
ご
主
人
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
な
が
ら
「
い
つ
か
自
分
も
農
業
に
携
わ
る
よ
う
に
な
れ
れ

ば
。」
と
考
え
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
「
天
気
に
左
右
さ
れ
、
夏
の
時
期
は
ハ
ウ
ス
内
の
厳
し
い
暑
さ
に

耐
え
な
が
ら
黙
々
と
作
業
を
す
る
農
家
の
皆
さ
ん
は
本
当
に
凄
い
な

と
尊
敬
す
る
ば
か
り
で
す
。」
と
話
す
渡
邉
さ
ん
に
農
作
業
の
魅
力

を
伺
う
と
、
毎
日
が
新
鮮
で
覚
え
る
こ
と
が
多
く
あ
り
、
地
道
に
作

業
を
コ
ツ
コ
ツ
と
積
み
上
げ
て
い
く
過
程
が
好
き
で
、
出
荷
作
業
で

グ
ラ
ム
が
ピ
ッ
タ
リ
合
っ
た
時
に
は
嬉
し
さ
や
達
成
感
が
あ
っ
て
、

と
て
も
や
り
が
い
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
渡
邉
さ
ん
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る
笑
顔
、
そ
し
て
楽
し
そ
う
に
語
る

姿
が
と
て
も
好
印
象
で
し
た
。

　
ま
た
、
お
料
理
も
大
好
き
で
「
３
人
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

で
き
る
だ
け
地
元
産
の
野
菜
を
使
っ
て
い
き
た
い
。」「
子
ど
も
た
ち

に
農
業
の
楽
し
さ
を
教
え
て
あ
げ
た
い
し
、
農
業
を
継
い
で
も
ら
い

た
い
。」
と
将
来
の
夢
も
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

（
担
当　
高
橋
由
佳
農
業
委
員
）

おらほの活きいき農業女子！おらほの活きいき農業女子！おらほの活きいき農業女子！おらほの活きいき農業女子！

わた なべ ま みゆ

（米谷農園　勤務）
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令
和
７
年
７
月
30
日
か
ら
31
日
の
２
日
間
の
日
程
で
、
農
業
委
員
・
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
23
名
が
視
察
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

視
察
初
日
に
は
、
茨
城
県
美
浦
村
に
本
社
を
置
く
ス
ガ
ノ
農
機
株
式
会
社

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

近
年
導
入
が
増
え
て
き
て
い
る
水
稲
の
乾
田
直
播
（
直
播
き
）
で
よ
く
使

用
さ
れ
る
作
業
機
の
製
造
工
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
続
い
て
同
社
が
製
造
す

る
作
業
機
を
使
っ
た
土
づ
く
り
の
講
習
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　

大
正
６
年
に
北
海
道
上
富
良
野
町
で
農
機
具
製
作
所
を
開
業
し
、
日
本
の

農
業
の
あ
り
方
を
見
つ
め
続
け
る
企
業
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
い
う

同
社
の
沿
革
を
伺
っ
て
い
た
時
に
、
創
業
者
で
あ
る
菅
野
豊
治
氏
が
桃
生
郡

中
津
山
村
（
現
石
巻
市
桃
生
町
神
取
地
区
）
の
出
身
者
と
知
り
、
驚
き
を
隠

せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

石
巻
市
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
菅
野
氏
が
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
プ
ラ
ウ
専
門

メ
ー
カ
ー
を
創
業
し
た
事
に
誇
ら
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
石
巻
市
の
農
業
が
ス
ガ
ノ
農
機
の
製
品
づ
く
り
の
一
部
に
な
っ
て

い
る
と
考
え
る
と
な
ん
だ
か
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。

　

同
社
農
業
機
器
の
製
造
工
程
に
つ
い
て
興
味
深
い
説
明
が
あ
り
、
有
意
義

な
視
察
研
修
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

２
日
目
に
は
栃
木
県
小
山
市
の
観
光
農
園
、
ス
ロ
ー
ラ

イ
フ
リ
ゾ
ー
ト
い
ち
ご
の
里
で
モ
モ
狩
り
体
験
に
参
加
し

て
、旬
を
迎
え
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
果
実
を
味
わ
い
ま
し
た
。

（
担
当
：
髙
橋
生
一
農
業
委
員
）
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直
播
（
直
播
き
）
で
よ
く
使

用
さ
れ
る
作
業
機
の
製
造
工
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
続
い
て
同
社
が
製
造
す

る
作
業
機
を
使
っ
た
土
づ
く
り
の
講
習
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　

大
正
６
年
に
北
海
道
上
富
良
野
町
で
農
機
具
製
作
所
を
開
業
し
、
日
本
の

農
業
の
あ
り
方
を
見
つ
め
続
け
る
企
業
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
い
う

同
社
の
沿
革
を
伺
っ
て
い
た
時
に
、
創
業
者
で
あ
る
菅
野
豊
治
氏
が
桃
生
郡

中
津
山
村
（
現
石
巻
市
桃
生
町
神
取
地
区
）
の
出
身
者
と
知
り
、
驚
き
を
隠

せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

石
巻
市
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
菅
野
氏
が
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
プ
ラ
ウ
専
門

メ
ー
カ
ー
を
創
業
し
た
事
に
誇
ら
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
石
巻
市
の
農
業
が
ス
ガ
ノ
農
機
の
製
品
づ
く
り
の
一
部
に
な
っ
て

い
る
と
考
え
る
と
な
ん
だ
か
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。

　

同
社
農
業
機
器
の
製
造
工
程
に
つ
い
て
興
味
深
い
説
明
が
あ
り
、
有
意
義

な
視
察
研
修
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

２
日
目
に
は
栃
木
県
小
山
市
の
観
光
農
園
、
ス
ロ
ー
ラ

イ
フ
リ
ゾ
ー
ト
い
ち
ご
の
里
で
モ
モ
狩
り
体
験
に
参
加
し

て
、旬
を
迎
え
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
果
実
を
味
わ
い
ま
し
た
。

（
担
当
：
髙
橋
生
一
農
業
委
員
）

　
令
和
７
年
10
月
５
日
に
親
子
ふ
れ
あ
い
稲
刈

り
体
験
会
が
開
催
さ
れ
、
約
50
名
の
親
子
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
６
月
に
開
催
さ
れ
た
田
植
え
体
験
会
で
植
え

た
苗
が
黄
金
色
の
稲
穂
に
成
長
し
て
お
り
、
子

供
も
大
人
も
笑
顔
で
一
束
一
束
丁
寧
に
刈
り
取

り
を
し
ま
し
た
。

　
稲
刈
り
の
ほ
か
に
枝
豆
の
も
ぎ
取
り
や
餅
つ

き
大
会
も
開
か
れ
て
、
楽
し
い
紙
芝
居
も
あ
り

終
始
に
ぎ
や
か
な
盛
り
上
が
り
の
体
験
会
に
な

り
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
８
月
21
日
に
大
崎
市
図
書
館
で
懇

談
会
が
開
催
さ
れ
、
石
巻
市
か
ら
は
女
性
農
業

委
員
が
４
名
と
女
性
就
農
者
が
１
名
、
併
せ
て

５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、
委
員
活
動
で
の
悩
み
事
に

つ
い
て
発
言
が
あ
っ
た
り
、
様
々
な
課
題
に
対

し
て
工
夫
し
て
い
る
対
応
例
を
発
表
す
る
な

ど
、
積
極
的
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
他
の
市
町
か
ら
参
加
し
た
方
か
ら
聞
い
た
話

に
は
、
参
考
に
な
る
委
員
活
動
の
実
例
等
が
多

く
あ
り
今
後
に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲ 可愛いイチゴのオブジェ

意見交換の様子（地区別懇談会）稲刈り作業に精が出ます

▲ 熱心にプレス工法を見学中

▲ スガノ農機株式会社にて

（
担
当
：
今
野
真
理
農
業
委
員
）

（
担
当
：
今
野
真
理
農
業
委
員
）

〈
第
11
回
親
子
ふ
れ
あ
い
稲
刈
り
体
験
会
〉

〈
第
11
回
親
子
ふ
れ
あ
い
稲
刈
り
体
験
会
〉

〈
令
和
７
年
度  

女
性
農
業
委
員
地
区
別
懇
談
会
〉

〈
令
和
７
年
度  

女
性
農
業
委
員
地
区
別
懇
談
会
〉



いしのまきし農業委員会だより

　代々農業をなりわいとしている三浦敬さんは、ほぼ４０年間に
亘って農業者年金に加入して、年金受給に至っています。
　その魅力をお尋ねしたところ「やはり一番は掛金全額が社会保
険料控除の対象なので所得税と市県民税の節税につながるとこ
ろ。」「また私は保険料の国庫補助の要件を満たしていて、非常に
有利な制度を活用できました。」と、とても穏やかな笑顔で話してく
ださいました。
　現在、家族と共に株式会社として農業経営体制の強化を図って
いて、耕作の規模は水稲３０ ha、大豆１５ ha、大麦５ ha となっ
ています。
　地域農業に真剣な三浦さんは、国民年金の上乗せ制度として最適
な農業者年金を受給しながら、日々精力的に農業に勤しんでいます。

（担当：後藤嘉伸農業委員）

み うら けい

農業者年金受給者の声農業者年金受給者の声

Q

A

農業者年金のよくある質問
Q

A

Q

A

Q

A

Q&A

　全国農業新聞は、農政の動きや・魅力的な農家の取り組みなどを伝える経営発展
に役立つ新聞として、高い評価をいただいています。情報収集のツールとしてご
購読をお勧めいたします。購読の申込みは農業委員会までお気軽に連絡ください。
　　　　令和８年４月１日より、購読料が改正されます。
　　　　購読料／新聞本紙＝税込月額９００円（現行７００円）
　　　　　　　　　新聞本紙と電子新聞も閲覧可能。
　　　　　　　　電子新聞＝税込月額７００円（現行５００円）
　　電子版での購読を希望される場合は、URLよりお申し込みください。
　　https://zenkokunogyoshinbun-denshi.jp/

保険料の支払い方法は?

加入する場合、
どこに申込めばいいですか?

保険料の額を変更するには?

死亡一時金はありますか?



いしのまきし農業委員会だより

農
業
委
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だ
よ
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い
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ま
き
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編
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発
行
石
巻
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農
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委
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石巻市農業委員会総会等日程表
項目

年月
受付期間 専門委員会

総会開始日 農地調査農家相談締切日
６日（火） 28日（水）20日（火）19日（月）
２日（月） 25日（水）16日（月）13日（金）
２日（月） 26日（木）16日（月）13日（金）

９日（金）令和８年１月
２月 ６日（金）
３月 ６日（金）

石巻市農業委員会のホームページで詳しい案内をご覧頂けます。
（https://www.city.ishinomaki.lg.jp/d0020/d0050/index.html）
申請書類の様式もございますので、どうぞご利用ください。

石巻市農業委員会のホームページで詳しい案内をご覧頂けます。
（https://www.city.ishinomaki.lg.jp/d0020/d0050/index.html）
申請書類の様式もございますので、どうぞご利用ください。

各種申請にあたってのご案内各種申請にあたってのご案内
申請にあたっては、必ず事前に農業委員会にご相談ください。
（☎６２－４８２６）
令和８年１月から同年３月までの受付期間は下記のとおりです。

申請にあたっては、必ず事前に農業委員会にご相談ください。
（☎６２－４８２６）
令和８年１月から同年３月までの受付期間は下記のとおりです。

　

昨
年
は
、
梅
雨
の
期
間
が
極
端
に
短
く
、

猛
暑
酷
暑
の
日
々
が
続
き
農
作
物
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。

　

前
年
か
ら
続
く
令
和
の
米
騒
動
、
農
業
協

同
組
合
提
示
に
よ
る
令
和
７
年
産
米
の
生
産

者
概
算
金
の
高
騰
と
、
農
家
に
と
っ
て
は
う

れ
し
い
反
面
、
米
離
れ
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

政
府
に
よ
る
米
政
策
見
直
し
に
よ
り
持
続
可

能
な
明
る
い
農
業
へ
の
道
筋
を
期
待
す
る
も

の
で
す
。

　

さ
て
、
令
和
８
年
は
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
農
業
委
員
会
の
活
動
も
時
代
に
合
わ
せ

皆
様
へ
わ
か
り
や
す
く
情
報
発
信
し
、
地
域

農
業
の
発
展
に
一
丸
と
な
り
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

編
集
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
農

業
委
員
会
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
編
集
後
記
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

委
員
　
髙
　
橋
　
善
　
宏

　

昨
年
は
、
梅
雨
の
期
間
が
極
端
に
短
く
、

猛
暑
酷
暑
の
日
々
が
続
き
農
作
物
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。

　

前
年
か
ら
続
く
令
和
の
米
騒
動
、
農
業
協

同
組
合
提
示
に
よ
る
令
和
７
年
産
米
の
生
産

者
概
算
金
の
高
騰
と
、
農
家
に
と
っ
て
は
う

れ
し
い
反
面
、
米
離
れ
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

政
府
に
よ
る
米
政
策
見
直
し
に
よ
り
持
続
可

能
な
明
る
い
農
業
へ
の
道
筋
を
期
待
す
る
も

の
で
す
。

　

さ
て
、
令
和
８
年
は
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
農
業
委
員
会
の
活
動
も
時
代
に
合
わ
せ

皆
様
へ
わ
か
り
や
す
く
情
報
発
信
し
、
地
域

農
業
の
発
展
に
一
丸
と
な
り
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

編
集
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
農

業
委
員
会
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
編
集
後
記
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

委
員
　
髙
　
橋
　
善
　
宏

編
集
委
員

編
集
委
員

委
員
長

　

後
藤　

嘉
伸

副
委
員
長

　

今
野　

真
理

委
員
長

　

後
藤　

嘉
伸

副
委
員
長

　

今
野　

真
理

委
　
　
員

　
齋
藤
　
忠
直

　
近
藤
　
　
茂

　
髙
橋
　
生
一

　
高
瀬
　
禎
司

　
髙
橋
　
善
宏

　
高
橋
　
由
佳

　
遠
藤
　
章
一

　
武
山
　
　
勝

　
髙
橋
千
代
恵

委
　
　
員

　
齋
藤
　
忠
直

　
近
藤
　
　
茂

　
髙
橋
　
生
一

　
高
瀬
　
禎
司

　
髙
橋
　
善
宏

　
高
橋
　
由
佳

　
遠
藤
　
章
一

　
武
山
　
　
勝

　
髙
橋
千
代
恵

総 会 の 様 子総 会 の 様 子 　農業委員会の定例総会は、会長
が招集する会議で毎月１回開催さ
れます。
　総会では、農地の権利移動や転
用など農地法に基づく申請の内容
や、農業振興地域整備計画に関す
る意見、その他の事項について審
議を行います。
　地域農業の将来に向けて、農地
適正利用の推進、農業の担い手の
確保等、農業委員会は、その重要
な役割を果たしています。


